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大分市では、子どもたちの心身の発達の変化や生徒指導上の諸問題、学力形成上の特質の違い等による

小中の段差（いわゆる中１ギャップ）の軽減を図り、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバラン

スよく育成し、自ら学び、自ら考える力などの「生きる力」を育む上から、義務教育９年間を見通した系

統的な教育を行う小中一貫教育を推進しています。 

 

■ 中学校区を実施単位の基本として、市内全中学校区において、学校や地域の実情に応じた小中一貫教

育を推進する。 

■ 各中学校区で設定している目指す子ども像や教育目標等を、学校、保護者、地域で共有するとともに、

目標の実現に向け、各教科等や各学年の指導の在り方を検討し、指導の改善を図る。 

■ 全中学校区において、公開研究発表会を実施し、学校、地域の特色を生かした系統的な教育活動の在

り方などについて研究・発表することにより、その研究成果を学校間で共有し、取組の活性化を図る。 

 

平成１６年度  小中一貫教育推進に係る研究に着手 
 
平成１９年度  小中一貫教育校として賀来小中学校を開校 
 
平成２１年度  吉野中学校区、竹中中学校区、佐賀関中学校区、神崎中学校区、野津原中学校区（１中  
        １小型）及び碩田中学校区（１中複数小型）の計６中学校区を実践研究校に指定し、 
        その後、同校区が推進校、モデル校として順次研究を進める 
 
平成２３年度  研究指定校の取組の成果や課題を踏まえ、 
        市内全小中学校において小中一貫教育を展開 
 
平成２４年度  鶴崎中学校区、大在中学校区の２校区を大規模校における実践研究校として指定し、  
        その後、同校区が推進校、モデル校として順次研究を進める 
 
平成２５年度  稙田東中学校区、坂ノ市中学校区の２校区を大規模校における実践研究校として指定 
        し、その後、同校区が推進校、モデル校として順次研究を進める 
 
平成２９年度  義務教育学校として碩田学園を開校 
        毎年度、２中学校区を実践発表校区に指定し、３か年計画で研究を進める 
 
平成３０年度  小中一貫教育校として神崎小中学校を開校 
 

 
 

１ 大分市の小中一貫教育 

ねらい 

基本 

方針 

推 移 
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視点１ 目指す子ども像の共有 
中学校区における目指す子ども像や取組の重点等に
ついて、小中学校の教職員間で共有を図る 

視点２ 学びの連続性の確保 
系統的な教育課程を基に、指導方法の工夫改善を図
り、９年間の学びの連続性を確保する 

視点３ 児童生徒の交流 
合同行事や交流活動により、児童生徒が共に活動する
機会を充実する 

視点４ 教職員間の連携・協働 
中学校区の取組の重点等に基づき、小中学校の教職員
間の連携・協働を深める 

視点５ 
家庭・地域社会への 
情報発信 

学校ホームページや広報紙を充実させ、小中一貫教育
の取組状況や成果・課題等の積極的な情報発信を行う 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本市では、これまでの取組を通して、児童生徒の学力の向上や自尊感情の高まりなどに加え、教職員間の協働意識の
高揚や小中学校間の系統性を踏まえた授業力の向上など、多くの成果が見られています。 
 各学校においては、こうした取組の成果を踏まえ、今後とも、自ら学び、自ら考える力などの生きる力を育むため、
９年間を見通した系統的な教育課程を編成し、５つの視点に沿って小中一貫教育の推進に努めることが必要です。 

２ 取組の概要 

関連 P.3 

関連 P.4 

関連 P.5 

関連 P.6 

関連 P.7 

関連 P.8 
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 大分市では、以下の５つの視点に沿って、小中一貫教育の推進に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
各学校の小中一貫教育の全校調査結果や 
ｈｙper-QUの結果等各種調査結果を持ち寄り、 
これからの取組を考えていくことが必要です。 

不安を感じている6年生 54%！※令和5年度実施 全校調査より 
 

不安がある２１%  
不安に感じていること  

どちらかといえば

不安がある３３%  
どちらかといえば 

不安はない２４%  

不安はない２２%  

３ 小中一貫教育の５つの視点に沿った具体的な取組 

視点１ 

目指す 
子ども像の 

共有 

中学校区における目指す子ども像や取組の重点等について、  
小中学校の教職員間で共有を図りましょう。 

 中学校区の児童生徒の状況や課題、義務教育９年間で身に付けておくべき力等について、

小中学校間で共通理解の下、目指す子ども像を設定する。 

 小中学校間で目指す子ども像に基づく協議を重ねるなど、共通認識を醸成する。 

 目指す子ども像や教育目標等について、学校ホームページ等を通して家庭や地域と共有する。      
                                                             

 

１５の春の 

夢の実現に 

向けて… 

協議・共有 

成果・課題の検証 

（児童生徒の実態や 

 経年変化の把握） 

目指す子ども像の 

設定・見直し 

目指す子ども像の実現に向けた
取組の重点や指導計画等の作成 教育課程の実施・改善 

取組例 

取組状況 
今後に 

向けて 

 研究テーマや研究仮説を修正しつ

つ、各校区で目指す子ども像に応

じた取組が進められている。 

 小中学校間の円滑な接続を考え、中１ギャップ

の解消に取り組むために、目指す子ども像や重

点目標、取組内容等の教育課程を改善すること

が必要である。 

 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

大分市 1.46 1.42 1.43 1.48 1.58 1.57 1.64 1.90 2.28 2.51 2.69 3.24 3.69

大分県 2.10 1.81 1.91 2.02 2.16 2.14 1.35 1.50 1.78 2.08 2.26 2.76 3.13

全国 1.13 1.12 1.09 1.17 1.21 1.26 1.35 1.47 1.69 1.88 2.05 2.57 3.17

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

不登校児童生徒の出現率の推移（％）

大分市の不登校児童生徒数は全国や大分県に比べて上回っており、中学校第 1 学年の新規の不登校は増えて
いる現状があります。いくつかの中学校区では子どもの実態を把握し、教育課程の改善を進めています。 

勉強 

テスト 

友だち 

先輩 

先生 

きまり 

部活動 

進路 

身体の成長 

生活習慣 

その他 
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 中学校区作成の９年間を見通した学習・生活のきまりを活用・改善する。 

 指導内容や児童生徒のつまずき等に応じた学習指導に係る系統表を作成・活用する。 

 授業展開や板書構成、ICT や思考ツールの活用等の授業づくりについて、小小・小中で統一

したり系統性をもたせたりする。                          

視点２ 

学びの 
連続性の 

確保 

系統的な教育課程を基に、指導方法の工夫改善を図り、９年間
の学びの連続性を確保しましょう。 

※大東中校区の 

研究内容より 
 

取組例 

取組状況 今後に 

向けて 

各中学校区の研究内容に応じて、学習・生活のきまり

や指導内容の系統表等の作成・活用が進んでいる。 

授業展開や板書構成、ICT や思考ツールの活用等の授

業づくりについて、小中で統一したり系統性をもたせ

たりすることで、組織的な授業改善につながっている。 

各中学校区で学力調査の

結果を分析したり、課題と

なる教科を小中合同授業

研究会で取り組んだりす

る必要がある。 



 

94.9%

85.9%

84.6%

20.5%

1.3%

29.5%

5.1%

7.7%

学習のきまり

生活のきまり

家庭学習のきまり

各教科の系統表

ペアやグループ活動…

情報モラル

防災マニュアル

その他
※R5 年度取組状況調査より 

 

【小学校６年生】 
 国語 算数 
市 ６９ ６６ 
県 ６９ ６４ 
全国 ６７．２ ６２．５ 

【中学校３年生】 
 国語 数学 英語 
市 ６８ ４９ ４２ 
県 ６９ ４９ ４１ 
全国 ６９．８ ５１．０ ４５．６ 

中学校では国語、数学、英語の 3 教科とも全国を
下回っています。校区の学びの連続性を確保する
ことが必要です。 

研究発表会 検証の視点 
①子どもの思考から課題を設定 
②意図的なペア・グループトーク 
③お互いの考えを伝え合う場の工夫 

※王子中校区の 
研究内容より 

 

きまりや系統表等の作成状況 

全国学力・学習状況調査結果（大分市） 

勉強ステップアップ 研究発表会 

小学校の教員と中学校の教員とで連携して授業改善に取
り組む中で，授業での指導方法等を緩やかに設定し，継続
させていく取組が増えてきています。こうした取組により，
学年や学級が変わってもより多くの子どもたちが見通しを
もって授業に臨みやすいといった効果が期待されます。王
子中学校区では、児童生徒が学習の見通しを立てたり学習
したことを振り返ったりする活動を取り入れるなど基本的
な授業の流れを決めて取り組んでいます。 
 

家庭学習については、早い段階からの習慣化が必要です。中学校に入
学してからの家庭学習の定着は簡単ではありません。大東中学校区で
は、９年間を通じた家庭学習や自主学習についての指導を中学校区で

組織的・継続的に取り組んでいます。 

家庭学習における学校段階間のギャップ 
（例）小学校「学年×１０分」                   中学校「学年+１時間」 
    
 小６で１時間、中１で２時間と中学校で家庭学習が２倍となっています。 
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視点３ 

 

児童生徒
の交流 

合同行事や交流活動により、児童生徒が共に活動する機会を 
充実しましょう。 
 

 児童会・生徒会活動の様子を写真や紙面で交流したり、校内に掲示したりする。 

 あいさつ運動や清掃活動等、中学校区共通の取組について、オンラインで意見交換会を行う。 

 学校間で学習成果や作品の回覧・交流を行ったり、文化発表会を見学したりする。 

 中学校区共通の手話合唱曲を決め、その様子を動画撮影し、各校で見合う。 

 職場体験学習や読み聞かせ、体験入学等において、母校の小学生と交流する。 

 環境保全や美化活動等の地域行事に小中合同で参加する。               

 

※野津原中校区の取組より 

小学校６年生と中学１年生による「郁々堂」見学 

取組例 

取組状況 今後に 

向けて 

児童生徒が一堂に会することができない場合

も、中学校区共通の活動をそれぞれ行ったり、

オンラインで交流したりすることにより、児

童生徒の協働意識や自尊感情の高まりにつな

がることが期待できる。 

児童生徒自身が、交流の目的やよさを

実感し、学校や地域の一員としての自

覚をもつことができるよう、継続的に

指導することが大切である。 

小学校３年生と中学１年生による吉野梅園清掃の様子 

※吉野中校区の取組より 

モデル校 

 

※城南中校区の取組より 

一人一人の心が学年や

クラスで一つになって

いて、とても美しい歌声

になっていた。 

自分もみなさんのような中学生

になりたいと思いました。 

小学生のメッセージを読んで、ますます頑張

りたいと思いました。メッセージありがとう

ございました。 

義務教育学校 

 

※竹中中校区の取組より 

７年～９年の部活動紹介 

体育大会の練習の様子 

賀来小中学校の取組より 

中期の期別集会 ５～９年生の書き初め大会 

神崎小中学校の取組より 

「のつはる知っちょるかえ

クイズ」！ 

※碩田学園の取組より 

 陶芸教室で作った児童生徒

の作品も展示！ 

吉野を大切に、 

守り続けたい。 

竹中地区合同文化祭の様子 小中一貫教育校 
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一人最低一回は他 校の校内研修、 

 
 

 

 
 

視点４ 

教職員間の
連携・協働 

各中学校区の取組の重点等に基づき、小中学校の教職員間の 
連携・協働を深めましょう。 
 

 小中合同研修会を通した重点目標や指導計画等の作成及び取組の評価・改善 

 小中合同授業研究会や互見授業を通した授業改善 

 合同学力向上会議・学力分析会議等の開催及び共通理解  

 学習・生活のきまりに基づいた指導                        

 ※東陽中校区の取組より 

取組状況 
今後に 

向けて 

児童生徒の姿に基づき、課題や手立てを共通理解

することは、「義務教育の９年間に責任を持って

教育活動を行うこと」などの意識付けにつながる

ことが期待できる。 

校区の状況に応じて、組織や体

制の見直しを柔軟に行ってい

くことも考えられる。 

取組例 

歌唱指導のポイント、
参考にできそう。 

思いっきり歌うことの楽
しさやみんなの声を合わ
せた時の充実感を味わう
ことができた。 

 

子どもの興味を知ろうとすることは授業力の大切な部分だと
感じた。教員がわくわくしながら面白いと思うような教材は
児童生徒にも伝わると思う。そんな教材を準備したい。 

 

※滝尾中校区の取組より 

調査・研究部会を
つくることで、中
学校区の課題を
しっかり捉えるこ
とができます。 

音楽ミニ講座 

理科ミニ講座 

それぞれの学校の子どもたちの良いところや伸ばしたいところ、小中一貫教育の導入により重
点的に取り組みたいことなどについてワークショップ等を通じて話し合うことが教職員間の共通認
識を醸成することとなります。その際、共通の尺度を用意したり、各種調査などの客観的なデータ
を基にしたりして議論することが有効です。 
例えば、各種調査を中学校区としてデータを細かく取り、分かりやすい形で可視化して共有す

ることも考えられます。意識的なプロセスがないと、当事者意識は生まれず、取組が形骸化した
り、多忙感が増したりすることになりかねません。 

 

調査・研究部会 

滝尾中学校区意識調査の 

項目の一部 

１．中学に入学し、現在も不安がありま

すか。 

〇とてもあてはまる        

〇あてはまる  
〇あまりあてはまらない  

〇あてはまらない 

 
２．不安がある場合は、どのような不安

ですか。 

勉強・テスト・友だち・先輩・先生・ 

きまり・部活動・進路・身体の成長 

その他      等 
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視 点 ５

 
 

家庭・地域 
社会への 
情報発信 

学校ホームページや広報誌を充実させ、小中一貫教育の取組 
状況や成果・課題等の積極的な情報発信を行いましょう。 
 

取組例 

 情報発信の場の工夫 

…学校ホームページ、小中一貫教育だより、学校だより、懇談会、学校運営協議会  等 

 発信する内容の充実 

…全体計画や年間指導計画、重点目標、小中合同研修会や児童生徒交流等の取組の様子、  

 児童生徒の感想、中学校区で作成している各種手引き（学習・生活のきまり、家庭学習 

 の手引き、情報モラルのマナー等）、各種アンケート調査の結果 等 

今後に 

向けて 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5

保護者 教職員 地域住民

最大約２０％ 

の開きあり 

保護者の学校からの情報発信についての評価は、地域住民に比べ20％低くなってい

ます。他校の様子、中学校の様子、地域や学校との連携の様子等、保護者のニーズに合わ

せた情報発信を工夫することが必要です。 

※城東中校区の取組より 

家庭や地域への情報発信 

70.5%

69.2%

57.7%

51.3%

42.3%

41.0%

14.1%

6.4%

1.3%

6.4%

学校・生活のきまり

家庭学習のきまり

互見授業の様子

各種アンケート調査結果

小中一貫教育だより

児童生徒の様子や感想など

情報モラル

防災マニュアル

各教科の系統表

その他

発信している情報内容 

 学習・生活のきまりを懇談会や学校

ホームページで知らせたり、中学校

のテスト週間に合わせた「家庭学習

習慣化ウィーク」を設けたりするな

ど、校区の実情に応じた家庭や地域

との連携に努めている。 

。 

取組状況 

 学校ホームページや広報誌の充実に引き続き

取り組んでいくことが大切である。 

 情報モラルの問題については、小中で連携し

て取り組んでいくことが求められる。 

 学校評価の項目に取り入れるなど、小中一貫

教育について、地域住民等の理解や協力が促

進されるよう努める必要がある。 

人権宣言作成の様子 

小中一貫教育だより 

R５ 

保護者（67.7％）教職員（80.2％）地域住民（87.4％） 
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100.0%

82.1%

47.4%

44.9%

38.5%

11.5%

1.3%

ホームページ

学校運営協議会等

小中一貫教育だより

学校だより

保護者懇談会

オープンスクール

その他

23.1%

57.7%

3.8%

15.4%

1回

2回

3回

4回…

４ 本年度の重点 

ホームページへの掲載必須事項は 
毎年度更新すること 
・小中一貫教育の全体計画 
・年間指導計画 
・本年度の重点目標 
・校区の小中学校へのリンク 

  小中合同授業研究会等を通した組織的な授業改善 

     小中一貫教育の取組状況、成果・課題の検証結果及び今後の取組について、 

家庭や地域社会への積極的な情報発信  ・学校ホームページや広報紙の充実 
 

重点３ 

学校の声 

     学校や地域の特色を生かし、９年間を 
見通した系統的な教育課程の実施、改善 

重点１ 

 各学校では、昨年度までに９年間を見通した系統的な教育課
程の編成を終え、全面実施することとしており、適宜、改善に
努めていくことが大切です。 

 小中学校間の円滑な接続を考え、中学校区の課題を分析し、中
１ギャップの解消に取り組むなど、教育課程を改善することが
大切です。 

 
 

各中学校区の研究主題に基づき、９年間を見通した学
習・生活のきまりや、各教科の基礎・基本の一覧、ペアや
グループ活動の系統表等が作成されています。また、こう
したきまりや系統表等を基に、授業展開や板書構成、ICT や
思考ツールの活用等の授業づくりについて、児童生徒の発
達の段階に応じた取組が推進されています。 
 今後も引き続き、小中合同授業研究会等を通し、組織的
な授業改善に努めていくことが大切です。 

 各学校では、学校ホームページ等を通じて、小中一貫教育についての情報発信が行われています。  
 令和４年度の取組状況調査によると、ホームページや広報紙に加え、75.6％の学校で学校運営協議会制度等を活用した
情報発信が行われており、今後も、各中学校区で育成を目指す子ども像や教育目標などを、学校、保護者、地域で広く共
有していくことが大切です。 

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.7%
42.3%

65.4%
35.9%

32.1%
50.0%

30.8%
26.9%
25.6%

21.8%
23.1%

17.9%
32.1%

50.0%
24.4%
26.9%

21.8%
20.5%
20.5%

24.4%
17.9%

5.1%

円滑な接続のための例 
〇中学校 1年 1学期の間は細やかな指示を出す 
〇小学校と同様、「～さん」と呼ぶ 等 

重点２ 

目指す子ども像 

重点目標 

年間指導計画 

道徳教育 

総合的な学習の時間 

特別活動 

キャリア教育 

体育・健康に関する指導 

学校保健 

学校安全・防災教育 

食に関する指導 

性に関する指導 

人権・同和教育 

生徒指導 

特別支援教育 

情報教育 

図書館教育 

環境教育 

平和教育 

消費者教育 

福祉教育 

その他 

教育課程の改善の実施率 

R5 小中合同授業研究会の回数 

R5 実施教科 

国語【書写】 

社会 

算数・数学 

理科 

外国語活動・英語 

体育 

図工・美術 

技術・家庭 

音楽 

道徳 

特別活動 

総合的な学習の時間 

R5 小中合同授業研究会の回数 

改善した教育課程の項目 
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５ 小中一貫教育に係る意識調査の結果 

中学進学に不安はない（小学６年生） 

小中一貫教育の取組は中学進学への不安感の 

軽減に効果がある（教職員・保護者） 

合同行事等は豊かな心の育成に効果がある

（保護者・教職員・地域住民） 

学校は家庭や地域に積極的に情報発信している

（教職員・保護者・地域住民） 

小中の系統性を踏まえて授業をしている（教職員） 
目指す子ども像を教職員間で共有し、 

主体的に小中一貫教育を行っている（教職員） 

中学生のようになりたい（小学生） 

先輩としての自覚がある（中学生） 

意識調査の結果 

「学習・生活のきまり」を守っている（児童生徒） 

86.3 88.2 86.0 81.8
92.8 93

0%
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40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R3 R4 R5

83.1 78.1 81.7 81.8 85.0 84.1 84.9 85.3 86.6 88

79.8
71.9 76.5 80.7 82.7 81.5 79.1

90.7 89.4 90.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5

小学生 中学生

63.9

81.8 76.8 81.7
82.2 84.8 81.8 81.4 84.7 8559.4

82.3 77.5
90.8 90.0 96.5 87.5 87.7 92.8 93.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5

保護者 教職員

これまでの取組を通して、中学校進学への不安感の軽減や児童生徒の豊かな心の育成への効果、
教職員の協働意識の高まりや９年間の系統性を踏まえた授業力の向上など、一定の成果が見ら
れています。 
※各項目について、肯定的な回答が得られた割合を算出しています。 
※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により調査を実施していません。 
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100%

H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R3 R4 R5

保護者 教職員 地域住民
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保護者 教職員 地域住民

84.0
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77.9 81.0
93.0 91.3
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79.776.380.374.978.0
83.981.786.1

96.394.8
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36.9
26.627.7

43.1
49.6

58.3

45.0
53.249.4

43.9
52.448.5
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R５ 

保護者（94.5％）教職員（97.1％）地域住民（98.1％） 

R５ 

保護者（67.7％）教職員（80.2％）地域住民（87.4％） 

R5 

全児童調査（４６％） 
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本市の小中一貫教育における成果の還元や今後の小中一貫教育の在り方について理解を深めることを目的として、平成

２９年度から「小中一貫教育推進フォーラム」を開催し、専門家による講義や実践発表校による研究報告、グループ別協議

等を行っています。令和５年度の開催状況は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ■ 令和６年度小中一貫教育公開研究発表会 

研究指定（年次） 校区名 開催予定日 

実践発表校（３年次） 
城東中学校区 令和６年１１月２２日（金） 

東陽中学校区 令和６年１１月１２日（火） 

 

   ■ 令和６年度小中一貫教育推進フォーラム（中間報告） 

研究指定（年次） 校区名 開催予定日 

実践発表校（２年次） 
城南中学校区 

令和７年 ２月１８日（火） 
滝尾中学校区 

 

 

 
 各ページで紹介した実践発表校の研究成果（学びの系統表や学習・生活のきまり等）について、Te-Comp@ss のファイル

管理に掲載しています。ぜひ参考にされて下さい。 

Te-Comp@ss のファイル管理≫03_各種教育情報≫01_市教委≫02_学校教育課 2[指導担当班]≫11_大分市小中一貫教育 

７ 本年度の予定 

８ お知らせ 

６ 小中一貫教育推進フォーラムについて 

日

時 
令和６年２月２１日（水）１４：００～１６：３０ 

内 

 

  

容 

実践発表  １ 城東中学校区 

      ２ 東陽中学校区 

指導助言  大分大学教育学部教授 伊藤 安浩 氏 

SWOT 分析 

グループ別協議・情報交換 

全体講評  大分大学教育学部教授 伊藤 安浩 氏 

 
伊藤教授による講評（抜粋） 

・ 中 1から不登校になった子どもの話より 
「中学校になって授業で初めてあてられた時に答えら
れなかった。答えられないことで頭の中が真っ白にな
り、自分が内容についていけてないことを思い知らさ
れ、それ以来、教室に行けなくなってしまった。」 
中学校の 1 年生の 4 月、5 月は緊張して授業に臨んで
いる。1学期の間は、特に、小中で連携した対応を重点
的に行うことが必要であると感じる。 

・ カリキュラム・マネジメント 
学年の系統図、教科における系統図を各学校で作成し
ているのは大きな意義がある。教科については学習指
導要領に基づいて教科書が作られているので、最低限
の系統性は確保されているが、子どもの姿を思い浮か
べ同僚と意見交換し、先生方ご自身の言葉で言語化し
てみる。言語化したものを共有していくことは大きな
意義があり、今後も充実させる必要である。 
先生方の気付きを何らかの形で記録しておいて教育課 
程の編成の際に集約できるようにしておくと、実質的 
な教育課程の改善につながっていく。 

・ 家庭への情報発信 
家庭への情報発信は、子どもの気持ちを学校へ向かせ、
学習への構えを作っていく基礎となる。小中一貫教育
だより、家庭教育の手引き、学習の規律等を家庭に伝
わるように工夫していくと不登校の減少、学力の向上
につながる。 

SWOT 分析 グループ別協議・情報交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
意識調査から見えてきた課題①中１ギャップの軽減②

学力③情報提供の３点を中心に分析をしながら、各中

学校区ごとに中学校区の課題や来年度の取組につい

て協議しました。 


